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これまで鉄道、船、橋、缶、車などを
テーマに特集を組んできました。
右記二次元コードよりバックナンバーを
ご覧いただけます。

読者アンケートはWebでも
受け付けています。広報誌 無料で定期送付します広報誌 バックナンバー

Nwes Clip日本製鉄グループの動き

ご希望の方は右記二次元コードより
お申し込みください。

右記二次元コードより
アクセスしてください。
毎号抽選で5名様に
商品券2,000円をプレゼント!

施工直後（2022年10月） 昨年春（2023年5月）

日
本
製
鉄
が
提
供
す
る
低
Ｃ
Ｏ
２
鋼
材

「N
SC

arbolex
® N

eutral（
エ
ヌ
エ
ス

カ
ー
ボ
レ
ッ
ク
ス 

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）」（
※
）

が
、YA

N
G

LIN
G

 M
ET

R
O

N
 N

EW
 

M
ATERIA

LS

株
式
会
社（M

etron

社
）が

製
造
す
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ワ
イ
ヤ
ー
に
採
用

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

M
etron

社
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実

現
に
向
け
て
、
自
社
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

(Scope1)

、
発
電
時
な
ど
に
間
接
的
に
排
出

す
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量(Scope2)

、
原
材
料
の

製
造
や
調
達
な
ど
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に

お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量(Scope3)

削
減
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
回
、Scope3

上
流
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削

減
に
貢
献
す
るN

SC
arbolex N

eutral

の

価
値
を
評
価
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
製
鉄
は
、
世
界
第
２
位
の
高
品
質
製

鉄
用
原
料
炭
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
カ
ナ
ダ

Teck Resources Lim
ited

（
Ｔ
ｅ
ｃ
ｋ
社
）

が
製
鉄
用
原
料
炭
事
業
を
分
離
・
新
規
設
立

す
る
、
製
鉄
用
原
料
炭
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プElk Valley Resources

（
Ｅ
Ｖ
Ｒ 

Ｊ
Ｖ
）

へ
20
％
出
資
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

Ｔ
ｅ
ｃ
ｋ
社
は
同
社
製
鉄
用
原
料
炭
事
業
資

産
を
新
設
す
る
Ｅ
Ｖ
Ｒ 

Ｊ
Ｖ
に
移
管
し
た
上

で
、
同
社
持
分
の
77
％
を
ス
イ
スG

lencore 
plc 

に
、
同
20
％
を
日
本
製
鉄
に（
日
本
製
鉄

は
邦
貨
換
算
約
２
０
０
０
億
円
を
出
資
）、
同

３
％
を
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
に
譲
渡
し
、こ
れ
に
よ
り
、

Ｅ
Ｖ
Ｒ 

Ｊ
Ｖ
は
日
本
製
鉄
持
分
法
適
用
会
社

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
日
本
製
鉄
は
、
当
該
製

鉄
用
原
料
炭
事
業
運
営
の
意
思
決
定
に
参
画

す
る
と
と
も
に
、
Ｅ
Ｖ
Ｒ 

Ｊ
Ｖ
が
生
産
す
る

製
鉄
用
原
料
炭
の
長
期
・
安
定
調
達
を
目
的
に
、

Ｅ
Ｖ
Ｒ 

Ｊ
Ｖ
と
の
間
で
オ
フ
テ
イ
ク
権
利
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。

米国 United States Steel Corporationの買収について
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社
の

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ワ
イ
ヤ
ー
に

「N
SCarbolex

® N
eutral

」の

採
用
が
決
定

カ
ナ
ダ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｋ
社
が
分
社
す
る

製
鉄
用
原
料
炭
事
業
の
持
分
20
％

取
得
完
了
に
つ
い
て

1
4
7
0
M
P
a
級
冷
延
ハ
イ
テ
ン
が

ス
ズ
キ
の
新
型
車
の
一
体
型
軽
量
A
ピ
ラ
ー

に
初
採
用

鉄
鋼
ス
ラ
グ
を
活
用
し
た
藻
場
再
生「
海
の
森
づ
く
り
」、

2
0
2
3
年
度
は
全
国
21
カ
所
で
実
証
試
験
開
始

日
本
製
鉄
は
、
ス
ズ
キ（
株
）、（
株
）ベ
ル
ソ
ニ
カ
と
共
同
で
、
新
型

ス
ペ
ー
シ
ア
の
軽
量
Ａ
ピ
ラ
ー
の
開
発
に
取
り
組
み
、
次
世
代
鋼
製
自

動
車
コ
ン
セ
プ
ト
“NSafe

®-AutoC
oncept（N

SAC

）”の
先
進
材
料

で
あ
る1470M

Pa

級
冷
延
ハ
イ
テ
ン
が
初
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
製
鉄
の
1
4
7
0
M
P
a
級
冷
延
ハ
イ
テ
ン
は
、
緻
密
な
成
分

設
計
と
組
織
制
御
に
よ
り
高
強
度
と
加
工
性
を
両
立
し
て
い
ま
す
。
本

Ａ
ピ
ラ
ー
は
、
従
来
５
部
品
で
成
形
、
溶
接
し
て
い
た
窓
枠
部
分
の
一

体
成
形
を
目
指
し
た
成
形
深
さ
が
深
い
絞
り
部
品
で
あ
り
、
本
材
料
の

高
い
加
工
性
に
よ
っ
て
絞
り
成
形
を
実
現
。
軽
量
化
と
C
O
2
排
出
量

の
削
減
、
大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
し
ま
し
た
。

日
本
製
鉄
は
、
磯
焼
け
の
原
因
の
一
つ

と
さ
れ
る
鉄
分
不
足（
※
）の
解
消
に
よ
る
藻

場
の
再
生
・
回
復
を
通
じ
た
生
物
多
様
性

保
全
と
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
貢
献
に
向

け
、
鉄
分
を
供
給
す
る
鉄
鋼
ス
ラ
グ
製
品

「
ビ
バ
リ
ー
®
ユ
ニ
ッ
ト
」を
実
海
域
に
設

置
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
度
は
、
新
規
15
カ
所
を
含
め

た
合
計
21
カ
所
の
漁
業
協
同
組
合
や
自
治

体
と
協
業
し
、
実
証
試
験
を
開
始
。

2
0
2
2
年
度
は
、
北
海
道（
増
毛
町
、

泊
村
、
古
平
町
、
鹿
部
町
）、
宮
城
県（
女

川
町
）、
三
重
県（
志
摩
市
）の
海
域
で
施

工
し
、
繁
藻
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
度
施
工
の
21
カ
所
の
海
域

で
は
、
鉄
分
施
肥
材
の
設
置
前
後
で
の
海

水
中
の
鉄
分
濃
度
の
変
化
、
海
藻
の
成
長

の
継
続
的
な
状
況
調
査
を
行
う
こ
と
で
基

礎
デ
ー
タ
を
集
積
し
、
さ
ら
な
る
藻
場
造

成
促
進
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

日
本
製
鉄
は
、
２
０
２
３
年
12
月
18
日
、
日
本
製
鉄
の
米
国
子
会
社
で
あ
る

N
IPPO

N
 STEEL N

O
RTH
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M

ERIC
A, IN

C.

を
通
じ
、米
国
の
高
炉
・

電
炉
一
貫
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
あ
るU

nited States Steel Corporation

（U. S. Steel

）を
買
収
す
る
こ
と
、
お
よ
びU. S. Steel

と
の
間
で
本
買
収
に

関
す
る
合
併
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

本
買
収
は
、
日
本
製
鉄
の
海
外
事
業
戦
略
に
合
致
す
る
だ
け
で
な
く
、
規
模

お
よ
び
成
長
率
が
世
界
的
に
見
て
も
大
き
い
イ
ン
ド
、ASEA

N

に
加
え
て
、

先
進
国
で
あ
る
米
国
に
鉄
源
一
貫
製
鉄
所
を
持
つ
こ
と
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
事

業
拠
点
の
多
様
化
の
観
点
か
ら
も
、大
き
な
意
義
の
あ
る
投
資
と
判
断
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
３
つ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
重
点
拠
点
の
拡
張
・
充
実
に
よ
り
、
企
業
価

値
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

本
買
収
に
よ
り
、
日
本
製
鉄
グ
ル
ー
プ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
粗
鋼
生
産
能
力（
※
）は

約
８
６
０
０
万
ト
ン
ま
で
拡
大
し
、さ
ら
な
る
広
が
り
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
製
鉄
とU. S. Steel

の
有
す
る
、
電
磁
鋼
板
や
自
動
車
鋼
板
な
ど
の
高
級

鋼
製
品
に
関
す
る
技
術
力
を
活
か
し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

顧
客
と
社
会
に
広
く
貢
献
し
、「
総
合
力
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
」

と
し
て
共
に
前
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
両
社
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
す
る
先

端
技
術
を
融
合
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
2
0
5
0
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に

向
け
て
さ
ら
に
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
本
買
収
の
実
行
は
、

U.S. Steel

の
株
主
総
会
に

お
い
て
承
認
が
得
ら
れ
る
こ

と
、
関
係
当
局
の
承
認
な
ど

が
得
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
ほ

か
合
併
契
約
に
定
め
る
前
提

条
件
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
を

条
件
と
し
て
い
ま
す
。

※ World Steel Associationが粗鋼生産実績の対象基準としている出資比率30％以上の会社の粗鋼生産能力を公称フル能力で単純合算（2023年３月末時点）。

2022年度に施工実施した海域の事例

U. S. Steel外観

※ 

マ
ス
バ
ラ
ン
ス
方
式
を
活
用
し
鉄
鋼
製
造
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る

C
O
2
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
量
を
割
り
当
て
た
鉄
鋼

製
品
。

※ 

磯
焼
け
の
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
る
鉄
分
不
足
： 

海
藻
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
成
長（
配
偶
体
・
胞
子
体
の
成
熟
）

に
は
、F
e
イ
オ
ン
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

日
本
の
沿
岸
海
域
で
過
去
数
十
年
に
わ
た
り
進
行
し
て
い

る「
磯
焼
け
」は
、
F
e
イ
オ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
栄
養
塩

の
不
足
が
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

鹿部町の写真撮影：矢口港湾建設ヤグチダイバー株式会社

【北海道鹿部町の事例】
〜鹿部漁業協同組合と共同〜

【三重県志摩市の事例】
〜三重外湾漁業協同組合と共同〜

新型スペーシア
（画像提供：スズキ（株））

軽量Aピラー
（画像提供：スズキ（株））

ビバリーユニット

ビバリーユニット

コンブ等が繁藻コンブ等が繁藻 繁藻したコンブ繁藻したコンブ

アラメ等が繁茂アラメ等が繁茂 アラメ等が繁茂アラメ等が繁茂


